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1.はじめに

現在、TCP の標準として Reno が広く使われてい
るが、Renoよりも高いスループットが得られる方式
として TCP Vegasが提案されている[1]。しかし、ネ
ットワーク内でRenoとVegasが混在した状況におい
ては公平性が保たれないという問題が生じる[2]。そ
こで、Renoとの公平性を目的として TCP Vegasのウ
ィンドウサイズ更新アルゴリズムの検討を行う。
2.従来手法の問題点

Renoの場合、パケット廃棄を指標としてウィンド
ウサイズの更新を行うため、ネットワーク内に意図的

に輻輳を発生させることになる。それに対して Vegas
の場合、RTT を指標としてウィンドウサイズを更新
する。従ってパケット廃棄が起こらないように安定し

たスループットが得られるように制御される。しか

し、ネットワーク内で Renoと Vegasが混在した状況
においては、Renoが必要以上にウィンドウサイズ増
加させるため、Vegasのスループットが低下する。
3.提案手法

Renoとの公平性を保つためにVegasの輻輳回避フェ
ーズにおけるアルゴリズムを変更する。以下に Vegas
と提案手法のアルゴリズムを示す。

Vegas at Congestion Avoidance Phase
if (diff<α/base_RTT)

cwnd = cwnd+1; 
  if (α/base_RTT<diff<β/base_RTT)

cwnd = cwnd; 
  if (β/base_RTT<diff)

cwnd = cwnd-1;
ただし、diff = cwnd/base_RTT – cwnd/RTT
提案手法では、
if(α/base_RTT<diff<β/base_RTT)

cwnd = cwnd +δ;
のように変更する。
4.シミュレーション条件と結果

 送受信端末を各 6台、その端末を接続するREDルータを 2

台並べたネットワークモデルを用いる。6本のTCPコネクショ

ンのうち5本はReno、1本は提案手法(従来手法)とする。また、

シミュレーションにはns2を用いて100secのシミュレーション

を行う。以下に結果を示す。

図1.従来手法

図2.提案手法(δ=1/(cwnd*cwnd) ) 

5.おわりに

提案手法の有効性が認められた。今後の展開として

は、最適なδを決定するための解析を行う。
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